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Ni 表面に吸着したアセトニトリルのXPS は， Cls, Nls ともに 2 本のピークを示し， 2 種類の吸着
をする o 1 種類は170K付近でのみ存在し，窒素原子の孤立電子対で弱く吸着した N吸着種であり，も
\一宇う 1 種類は， C 三 Nが表面からの電子供与をうけ， ; C = N '"~ì:再混成し強く吸着したものである O
Pd 表面でも同様に， 2 種類の吸着種が見られたが， N吸着種が室温でも存在し， Ni との差が見い出
された。
Cu 表面では，上述の 2 種類の吸着に加えてC 三 Nの π電子の配位による π 吸着が見られた。この結






一分子内に C 三 N基を 2 個含むマロノニトリル CNCCH2 CN) の Ni 表面での吸着を研究した。清




















他に，ニトリル基に局在する π電子の配位結合による吸着が第 3 の吸着機構として観測された。
次に，置換基の影響を調べるために，種々のアルキルニトリル及び、ベンゾニトリルの吸着を調べた結
果，吸着状態に対する置換基の影響は認められないこと，特にベン、ノ守ニトリルの場合はベンゼン環の π
電子はほとんど吸着に関与していないことが確かめられた。さらに，清浄な表面を酸素分子により前処
理したニッケル表面における吸着を調べた結果アセトニトリルをはじめとするモノニトリルは全く吸
着されなかったのに対し ジニトリルは強い吸着性を示し，酸強度と吸着強度の聞に相関性が見出され
TこO
以上のように，中山君は金属蒸着膜を用いることにより，単結晶面での反応と異なる新しい吸着反応
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を見出し，新しい型の反応の研究に対する展望を与えると共に，清浄な表面への吸着強度と金属の電子
供与性との聞の相関性を明かにすることにより 金属の電子供与性に対する指示薬としての可能性を示
唆した。理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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